
 

 

 

 

みなさん忙しかったらしく、今月は少人数の例会となりました。 

今年度から、①余裕を持って練習が出来ること、②昼食をみんなでキッ

チリ摂れること、③上段位を目指す方に、より細かい指導が出来ること、等

の理由から例会開始時間を３０分早めて、８時３０分から１６時００分まで

としました。 

今月は少人数だったお陰（？）で、一人あたりの蕎麦打ち時間に余裕が

でき、山ちゃんや若者は希望どおり２回打てました。 

普段は例会の段取りや細かい気配り、会員への指導等で忙しいtanboさ

んも、久し振りに蕎麦打ちができました。 

 （例会前の打ち合わせの様子です。）     

このところ不参加が続いていたS木さんは、四段位取得のため富山の講

習会に参加したとのことで、

体験打ちで来られた MU-さ

んのお友達に早速指導して

いただきました。 

指導者が良いのか体験打

ちの女性が器用なのか、呑み

込みの早いこと。     

また、KAJI さんも久し振り      （手を添えての S木さんの指導） 

（Mu-さんのお知り合い。        に来られたので、豊富な知識と経験で笹さんの指導をお願いしました。 

この方、おが G も知ってますね。）    

 

お昼の蕎麦は、G10 さんとタガさんが打ち、昼食当番のトスカさんと若

者は具材を用意、釜前を、これまたＧ10 さんに担当していただき、新会員

のつねさんも加わってチームワークの良い厨房となってました。 

先月、kei さんに用意していただいた揚げ玉を乗せたお蕎麦も勿論のこ

と、今月のお蕎麦もとても美味しかったです。（お昼ごはんの写真がなくて

ごめんなさい。） 

 

 

                          （KAZI さんの厳しい視線） 

毎年恒例の「納涼会」ですが、今年も７月の例会のあと、午後６時から開

催予定です。宴会部長の TAKA さんが通い慣れたススキノで、「これは！」

と思えるお店を探してもらえるようなので楽しみですね～。 

納涼会は、新会員の「つね」さんの歓迎会も兼ねています。 

（若者の真剣なそば打ちの表情と     人生経験が豊富そうな「つね」さんに、そこのところをたっぷりご披露して 

何気なく様子を窺っている師匠）      頂く予定ですので、多数の参加をお待ちしています。 
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